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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   社会福祉法人 済聖会 ブライト保育園 横浜日吉 

報告作成日：     2024 年  9 月 18 日  （評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2024 年 6 月上旬～7 月中旬】 

・評価機関の担当者より、施設長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通

評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2024 年 6 月 24 日～2024 年 7 月 8 日】 

・配布：全園児の保護者（50 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収袋に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査  【実施日：2024 年 8 月 29 日、8 月 30 日】  

■8 月 29 日 

①全クラスの保育観察 

②書類調査～事業者面接調査（施設長） 

 

■8 月 30 日 

①全クラスの保育観察 

②書類調査～事業者面接調査（施設長） 

 

 

4．利用者本人調査    【実施日：2024 年 8 月 29 日、8 月 30 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 社会福祉法人済聖会が運営するブライト保育園横浜綱島は、東急東横線・横浜市営地下鉄日吉駅より徒歩

18 分の場所にあり、建物の 2 階部分に位置していながら、ワンフロアで広々、人工芝の園庭を持った園舎で

す。園の定員は、60 名（0~5 歳児）、開園時間は、平日 7 時 00 分～20 時 00 分、土曜日 7 時 00 分~18 時 00

分です。 

園が位置する２階に上がり、広いエントランスには、ハザードマップ、散歩マップ、お勧めの絵本、園で

行われている英語のお知らせ等が掲示されるとともに、地域・子育て支援の一環として取り組んでいる貸出

用の絵本が絵本棚に用意されています。市の出産費用助成金、病児保育室等のお知らせも掲示され、保護者

が情報を得やすい環境となっているとともに、エントランスを入ってすぐに事務所が設置されていることか

ら、日ごろからコミュニケーションも取りやすい環境となっています。また、園に寄付された洋服を自由に

持ち帰ることができるコーナーが仮設されるなど、園と保護者との交流の場にもなっています。 

エントランスを入り、左側の廊下沿いに、0 歳児、1 歳児クラスの保育室があり、両クラスの保育室の間に

トイレを設置することで、室内からトイレを利用しやすい環境となっています。各クラスには、粗大遊びや

手先を使った遊び、感触遊びやごっこ遊びなど、発達に合わせた手作り玩具が十分に用意され、さらに遊び

の種類ごとに棚等を利用し区切ることで、一人ひとりの子どもが落ち着いて遊び込める環境が整えられてい

ます。長い廊下を曲がると右側に調理室があり、全面ガラス張りで、日ごろの調理の様子を見ることができ

る環境となっています。左手には 1 歳～5 歳児クラスまでの保育室があり、日ごろの各クラス別の活動では

木製のパーテーションで区切っていますが、お店屋さんごっこなど、活動に内容に合わせて子どもたちが十

分に活動を楽しめるよう、パーテーションを開けて活動することもあります。各クラスの前には、活動の様

子を知らせるボードやお知らせなどを掲示しています。廊下の壁面には子どもの製作物が飾られたり、お店

屋さんができるまでなど、子どもの活動過程を写真とコメントで伝えるドキュメンテーションが掲示されて

います。人工芝が敷き詰められた広々とした園庭は、ボール遊びや追いかけっこなど子どもたちが十分に身

体を動かして遊べる環境になっていると共に、プランターで稲を育てたり、季節の野菜などを育てるなど、

日ごろから植物等と触れ合う環境にもなっています。 
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1．高く評価できる点 

〇保育園自己評価の内容を事業計画に落とし込み、具体的な保育実践につなげています 

年に１回全職員が保育園自己評価を実施し、自己評価の内容は、保育理念、保育の内容、利用者への配慮

等、各項目で数値化され振り返りが行われるとともに、具体的な改善・検討策が示されています。改善・検

討策は年度の事業計画に反映され、具体的な保育実践につなげています。自己評価の改善・検討策の一例と

して、「発達に合った一人ひとりに寄り添うことのできる保育を考えながら、日々取り組めるよう乳幼ミーテ

ィング・クラスミーティングの内容を検討する」「子どもが主体的に活動できるような環境作り・安全安心に

過ごせる環境作りを行う」が記載されています。記載された内容に基づいて、事業計画には、保育のテーマ

として「子どもの発達について理解を深めよう」が掲げられ、子どもに合った環境を整えることや緩やかな

担当制の導入など具体的な保育実践につなげています。 

子どもの発達については、乳児ミーティングにおいて検討し合い、食事、排せつ、睡眠等の項目ごとの発

達表を作成しています。発達表に基づいて、既成玩具だけでなく手作り玩具を用意し、遊びごとに保育室内

を区切ることで子どもが遊び込める環境づくりを進めています。また、「緩やかな担当制」を導入し、一人ひ

とりの子どものペースに応じて関わることで、１日を通して、落ち着いてゆったりと過ごせるよう配慮して

います。 

幼児クラスにおいても、年齢や興味に則した玩具を、自分で選び取って遊べるように、コーナーづくりを

工夫して設置しています。また、遊びの中で子どもの声を拾い、活動に取り入れ広げていくことで、子ども

たちが遊び込める環境への取り組みをつなげています。子どもの年齢や興味・関心により、職員が遊びのリ

ーダーになったり、子どものそばに寄りそったり、遊びを観察し遊びが展開できるように話し合ったりして、

主体的に遊べるように関わっています。4，５歳児クラスでは定期的に話し合いの時間を設けています。一例

として、4 歳児では散歩に行きたい公園などについて話し合ったり、5 歳児クラスにおいてはお泊り保育や運

動会等の行事について話し合う場を設けるなど、子どもが互いを尊重する心を育てるための具体的な取り組

みを行っています。 

このように、保育園の自己評価の内容を事業計画に落とし込み、具体的な保育実践につなげています。 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇職員間での共通理解を深め、日ごろの保育実践につなげる仕組みづくりが整えられています 

園では、月 1 回実施される職員会議の前にクラス報告を提出し、事前に各クラスの様子について共有して

います。クラス報告書には、今月のクラス活動の振り返り、生活の様子、来月の活動テーマ・目標等を記載

し、事前に共有された内容を踏まえ、職員会議にて質疑応答することで職員間での共通理解を深めています。

また、園長は、年に 4 回の職員面談を行い、各職員の意見や意向を確認するなど、共通理解を深めるための

取り組みを行っています。共通理解をもとに、日ごろの保育実践につなげられるよう、毎日の一定の事務時

間が確保されています。職員は事務時間を有効に使い、写真と文書で園での子どもの様子を伝えるドキュメ
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ンテーションの作成や、手作りおもちゃを作るなどの取り組みが行われています。 

職員間での共通理解をさらに深め、日ごろの保育実践につなげるため、園長、全体リーダー、乳児・幼児

リーダーで園内研修の年間計画を立てて実施しています。現在、職員から、日ごろの保育の中で他の職員の

意見を聞いてみたいテーマなどを出し合い、その中でテーマを絞り、1 週間ぐらいかけて、5～6 人のグルー

プで、同じテーマについて話し合っていく計画が立てられています。 

 

 

3．工夫・改善が望まれる点 

〇中・長期計画、単年度計画に示された、さらなる地域・子育て支援の取り組みが期待されます 

園では、3 年後の園のありたい姿として、3 本の柱を立てた中・長期計画を作成しています。 

その 1 つの柱に、地域・子育て支援が掲げられ、単年度計画に反映しています。単年度計画では、子育て

支援・地域子育て支援の項目が設けられ、地域交流の計画化が述べられ、地域・子育て支援年間計画が立て

られています。計画には、絵本の貸し出し、園庭開放、行事参加や、「ぶらっと広場」と呼ばれる活動の中で、

在園児との交流や、親子体操などのイベントが計画され実施されています。計画の内容については、ホーム

ページで知らせるとともに、園外掲示板にて知らせるなどの取り組みが行われています。 

今後は、さらに広報を工夫するとともに、園の資源を利用した園庭開放等の頻度を増やすなど、地域の方

を対象とした交流の機会を定期的に設けるなどの取り組みが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2024 年 8 月 29 日、８月 30 日】 

・各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

人工芝が敷き詰められた広々とした園庭で、保育者と一緒に、思い思いの遊びをゆったりと遊ぶ子どもた

ちの姿が見られました。子どもがボールを投げると「上手だね」などの声を掛けたり、子どもの発声に合わ

せて一緒に動くのを楽しんだり、ボールを蹴りながらドリブルをする様な子どもの姿が見られると、「ドリブ

ル上手だね」と声を掛けながら一緒にボールを追うなど、子どもと保育者が共に遊びを楽しむ姿が見られま

した。また、園庭で子どもがねこじゃらしを見つけると、その発見を受け止め、ねこじゃらしを使って子ど

も同士や保育者と楽しむ姿も見られました。手作りの手押し棒を押しながら、広い園庭を十分に使い、歩く

のを楽しむ子どももいました。しばらく遊ぶと、保育者が「そろそろ部屋に戻ろう」と伝え、一人ひとりの

子どもが自分のペースで保育室に戻る姿が見られました。園庭から保育室に直接出入りができる環境となっ

ています。保育室に入ると保育者は、「靴下自分で脱げる？」と声をかけ、「えらいね」「ひっぱって脱いでみ

る」などの声掛けをして、子どもが自分で行う姿をゆったり見守っていました。 

室内は食事のスペースと遊ぶスペースが分かれているとともに、ウレタン製の坂になった遊具が置かれた

粗大運動のスペース等があり、一人ひとりの子どもが遊び込める環境となっていました。また、壁面には、

マジックテープをはがす、ゴムを引っ張る、めくると子どもの顔写真が出てくるなど探索活動が十分に楽し

める環境が整えられていました。さらに、型はめ、コップ重ね、クーゲルバーンなどの玩具も置かれ、入れ

方が分からないと「こうやって入れるんだよ」と一緒に楽しむ姿が見られました。また、重ねたブロックを

打ち付けて遊んでいた時に、別の子どもにブロックを取られてしまいびっくりした子どもに対して、「びっく

りしたね」と子どもの気持ちを代弁するなど、一人ひとり遊びのペースや思いに沿って関わっている姿が見

られました。 

ウレタン製の坂になった遊具では、保育者と手をつないで 1，2 と掛け声をかけて登るのを楽しむ姿も見ら

れました。 

 

□1 歳児クラス 

室内では、お買い物ごっこやバスごっこを楽しむ姿が見られました。お買い物ごっこでは「おみせやさん」

と書かれた札をテーブルに置き、保育者が売り子になって子どもが買い物をすることを楽しんでいました。

テーブルには、おにぎりなどの食具の玩具や、小さなペットボトルに水が入っていてジュースに見立てたも

のなどを並べていました。子どもたちは手作りの折り紙の財布に、画用紙作られたお金を入れ、「いらっしゃ

いませ 100 円です」などのやりとりをしながら買い物を楽しむ姿が見られました。 

バス遊びでは、ブロックでハンドルを作り、椅子を縦に並べてバスに見立て遊んでいました。ハンドルを

持って運転する子どもの後ろに、椅子に座って他の子どもも座っていました。途中でブロック制のハンドル
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が壊れた際、保育者が「壊れちゃったね」と言いながら直してあげると、子どもはうれしそうな表情をして

いました。「バスに乗って」の曲に合わせてバスごっこを楽しみ、保育者が「スーパーに着きました」と言う

と、お店屋さんのテーブルに子どもたちが向かい、買い物をする姿が見られました。買ったものを風呂敷に

つつんで運んだり、たまねぎ、じゃがいも、おにぎりなどを箱の中に入れて弁当の様に詰めて遊ぶ姿、コッ

プを買った子どもは、手作りのキッチン台の蛇口をひねって、水を入れ飲む姿が見られました。また、手作

りの電子レンジに入れ温める姿など、買ったものを使って、子どもの遊びが拡がる環境設定が行われていま

した。 

バスごっこや、お買い物ごっこ以外にも、カラーボールがテープでつなげられたものをはがして遊ぶ姿も

見られました。保育者は、テープをはがすのが楽しそうな姿を見ると、テープを部屋の玩具棚に貼って、は

がすのを楽しめるよう整えていました。人形とおんぶ紐を保育者に持っていく子どもいると、保育者は「お

んぶしてお出かけするの？」と、子どものイメージを受け止め、遊びを発展させる姿が見られました。壁に

は、ラミネートされた木のイラストが貼られていて、そこにカブトムシやトンボ、セミなどのイラストを貼

る遊びを楽しむ子どももいました。 

 

□2 歳児クラス 

２歳児室は、3・4・5 歳児の保育室へ入る側の廊下から出入りするようになっています。トイレも幼児用ト

イレを使用するようになっていますが、出入り口が分かれ、年齢に配慮されたドアの無い便座が用意されて

います。保育室は、生活と遊びのスペースが分けられ、遊びの種類ごとにブロックや絵本、ままごとコーナ

ーに分かれています。 

1 日目は散歩、2 日目はリズム遊びと、たくさん遊べるような取り組みが見られました。リズム遊びは 1 歳

児と一緒に 1 歳児室で行っていました。リズムの内容により音楽に合わせて全員で動いたり、2 歳児と 1 歳

児が分かれて存分に動けるようにしたり、工夫しています。参加に積極的ではない子どもが玩具コーナーで

外を見ていましたが、よく見ると音楽に合わせて体でリズムをとっています。また電車などの、動きにメリ

ハリがある内容にだけ参加している子どもも見られました。職員は、無理することなく優しく参加に誘って

いました。 

室内での自由遊びでは、乗り物のコーナーにテーブルの脚を片側だけたたんだ傾斜が用意されました。傾

斜になったテーブルに大きな車を走らせたり、車 2 台を手にして走る速さを競争したり、一緒に遊んでいる

子どもと車を交換したりしながら遊んでいます。他の子どもが使っていた車を使いたくなり、勝手に取って

しまいトラブルになることもありました。職員は２人に寄り添い、すぐに代弁するのではなく「おはなしが

あるんだって」と自らが思いを伝えられるような関わりをし、仲裁ではなく、双方が納得して解決できるよ

うに関わっていました。 

一方で室内でも砂遊びが出来るキネティックサンドがテーブルに用意され、興味を示した子どもが数人ず

つ感触を楽しんでいます。一度にたくさんの子どもが集中した場合には、分ごとに色分けされた時計を一緒

に見ながら「ピンクになったらね」などと見通しを示して、お互いの遊びが展開できるような援助をしてい

ました。自分の遊びを始めた子どもたちは、時計を見て遊んでいた玩具を片付けてテーブルに向かいます。
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遊んでいたものをしまう事に躊躇すると、遊びのコーナーにいる職員に「あずかって」と遊び途中の人形や

作りかけの料理を持っていきます。職員は、使いたい人がいたら貸しても良いかを確認してから預かってい

ます。 

 

□３歳児クラス 

３歳児室も生活と遊びのスペースを分け、ブロックや木製電車とままごとのコーナーが分かれて遊べるよ

うに棚を設置しています。 

１日目は、色水遊びをしていました。絵具をペットボトルに入れて色水を作ります。全身を使って遊ぶの

で着替えをしてから園庭に出るのですが、プールの時とは少し動きが違います。子どもたちは、職員の話を

しっかり聞いて動き出していました。着替えをする前のトイレでは、ドアに〇と書いてある札を✕となるよ

うに裏返し、使用済みとなったら〇に戻す作業をそれぞれきちんと行っていました。園庭には、テーブルと

模造紙が広げられています。テーブルの上に並べられた色水の色からイメージされるジュースやお茶などの

飲み物をコップに入れ、友だち同士で注ぎ合ったり、テーブルに流して指絵を楽しんだりした後は、模造紙

にかけていきます。最初のうちは変化が感じられなかった模造紙も、注がれる色水の量が増加すると着色さ

れていきます。偶然出来た色に、「夕焼けになったね」などと話しながら、今度は色水の色と注ぐ場所を意識

していきます。「虹色になった」とみんなで喜んでいました。 

2 日目は、巧技台（平均台）を楽しんでいました。壁側に列になって並んで自分の番を待ちます。自分の番

が来ると、落ちないようにバランスをとりながら、足を交互に運んで、最後はジャンプして決めています。

平衡感覚や集中力、注意力が育まれているようです。最後まで渡り切った達成感を、ジャンプ後の満足そう

な顔に見る事が出来ました。 

その後、自由遊びになりました。机上に好きなパズルを選んで遊んでいます。自分の遊びに集中して遊び

ながらも、周りで一緒にパズルをする友だちと楽しそうに会話を楽しんでいます。数人の子どもたちは恐竜

のプレイマットを出してフィギアを並べたり、羽を広げて飛んだり、口をパクパクさせて恐竜になりきって

話したりと楽しんでいました。保育者は、子どもたちの活動を見守りながらも、言葉や会話に耳を傾け、「そ

うだね」と共感したり、一緒に考えたりしていました。 

 

□４歳児クラス 

4 歳児室は、絵本やカプラ、くみくみスロープ、プラレール、レゴなどが棚に設置されて各コーナーになっ

ています。棚の上は、子どもたちが組み立てたものを飾る場として提供されています。平面的だったラキュ

ーの作品が立体的に変化していく様子なども展示物から見て取れます。 

見学時は、恐竜遊びをしていました。恐竜のイラストや恐竜が住む森の地形などが描かれたプレイマット

を広げ、フィギュアをたくさん並べてジオラマのように楽しんだり、特定の恐竜にこだわって名前を付けマ

ットの上に乗って臨場感を味わったりと、自由に想像力を発揮して楽しんでいます。手にしていたフィギュ

アの動きを止めたり、後を追いかけたりする中で、友だちと意見が異なる場面も見られました。友だちとの

関わりを通して、自己主張しながらも「じゃあ、～にしよう」とお互い解決策を話し合って遊びを展開して
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いました。 

机上では、「着せ替えお姫様マグネット絵本」を使って遊んでいました。背景にある生活の場に、着せ替え

人形に洋服やカバンなどをマグネットでつけて遊んでいます。人形を動かしながら「まずね」と説明が始ま

ります。「そうしたらね」、「～をする時はね」と時系列で自分の中で想像した話を伝えることが出来るように

なっていました。 

クラス全体でパラバルーンを使用して遊んでいる中で、「パラバルーンがテントみたいだ」と発した子ども

の会話から、テントを作ることになりました。テントを作成したいという子どもたちが次々に意見を出し合

い、骨組みになる物を新聞紙で作ることになりました。職員は、バランス良く組み立てるための援助をし、

テントの枠組みが出来ました。周りを新聞紙で覆い、少し小さいながらなんとかテントの完成です。すると

テントといえばキャンプという事でバーベキュー遊びが始まります。金網の上に新聞紙で作ったお肉や野菜

が載せられ、トングでお皿にとって食べています。トングは洗濯ばさみと割りばしを利用した手作りの物で

す。近くでは、マクドナルドの帽子をかぶった子どもたちが、ポテトの入れ物に色画用紙のポテトをトング

で入れてデリバリーごっこをし、場を共有しています。職員は、子ども様子や言葉から、想像力やイメージ

が膨らむよう常に支援し、いろいろな素材や用具をいつでも使えるように、環境を整えていました。 

 

□５歳児クラス 

５歳児室は廊下の一番奥に位置しています。Ｌ字に窓があり、窓に沿って教材や遊具が置かれているロッ

カーが設置されています。流し台には、「歯磨きのやり方」「手を洗いましょう」と書いたイラストが貼って

あり、壁面には、当番表などに加え、「ごはんの食べ方」や「声のものさし」「しせい」など、日常的に意識し

て欲しいことが視覚的に分かるように貼ってありました。 

観察に入った時は、サンマを作成していました。秋の食材について話し合っている中でサンマの話になっ

たそうです。画用紙のサンマの形をホイルで包み、塩焼きの色が出るように着色していきます。丁寧に焼き

あがったサンマはお皿に盛られ、色紙のお茶碗に、紙や綿をちぎったり、切ったり、丸めたりして、みそ汁

と御飯が加えられてサンマ定食の完成です。 

製作が終わった子どもたちは、絵本を読み始めました。好きな図鑑を読み始めた子どもの傍らで、絵本箱

から本を全部出す子どもがいました。本をジャンル別に片付けようとしているようです。その様子を遠くで

客観的に見ていた子どもから、「今は読む時間だからいいんだよ」「そんなことをして良く思われたいから」

などの言葉も出てきます。しかし片づけを始めた子どもは気にする様子も見せず、近くにいた数人も加わり

「これはこっちの種類にしよう」など一緒に考えながらジャンル別に整理していました。職員は、相手の気

持ちに気づかずに発した子どもに対して、温かい言葉で安心感を持てるように関っていました。 

トイレットペーパーの芯の上にボールを載せ、チームに分かれて少し離れた場所からボーリングのように

倒して遊んでいます。倒れた数を競うのではなく、芯を立たせておいた箱や紙皿にボールが何個残るかを、

自分たちでルールを決めて競っていました。一方で、チューブ式ブロック「ロンビー」で遊んでいる子ども

達もいます。製作をした後でもあり、サンマなどの魚を組み立て、接続部品の突起の部分を引っかけて釣り

を楽しんでいます。経験したことを土台に友だちと協力して、複雑なルールのある遊びに取り組めています。 

職員は、子ども達の様子を観察し、お互いの話し合いがスムーズに進み、遊びや活動に達成感が感じられる

ように援助していました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

・園の理念や基本方針は、園のホームページ、入園の

しおり（重要事項説明書）に記載されており、理念や

方針から、法人や本園の行動・判断・価値基準などの

基本的な考え方を知ることができます。 

・法人理念である「かかわる人すべての HAPPY を追

求」が大きく掲げられ、保育理念「子どもたちの「生

きる力」（独り立ちし社会の中で生きていく力）の基盤

づくりを支援する」、保育方針「アタマ・ココロ・カラ

ダの三位一体“興育”～興味・体験・感動・気づき～」

を明文化しています。また、「つよく・ゆたかに・キラ

キラと」を保育モットーとして、子どもたちが自ら身

につけてほしい姿を具体的に示しています。 

・法人目標と 3 月末に全職員が実施する保育園自己評

価を照らし合わせ、園長が園目標を作成し、園目標に

対して各クラス目標が立てられています。目標を立て

る過程の中で、全職員と園の理念や基本方針の共有が

図られています。また、事務所に基本理念や方針を掲

示し周知が図られています。 

・保護者への周知は、年度始めの懇談会で、園長が各

ラスの懇談会に参加し、その際に入園のしおり（重要

事項説明書）の変更点を伝えるとともに、基本理念や

方針を伝えることで周知が図られています。今後は、

さらに周知を図るため、玄関に理念を掲示するなどの

取り組みが期待されます。 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 
  

・社会福祉事業全体の動向や地域の各種福祉計画の策

定動向などについては、区の園長会等を通して把握に
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2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

努めています。区の園長会では、保育所の０歳児の入

所が減少してきているが、当園が所在する区では比較

的現象が緩やかな実態であることなどを把握してい

ます。また、区のネットワーク事業で実施されている

研修や地域の遊び場の紹介などの情報も得ています。 

今後は、現在予定している、エリア別懇親会等にも出

席し、情報を幅広く収集して、分析につなげることが

期待されます。 

・月に 1 回、法人本部と定期的な情報共有が実施され

ています。共有では、園児数、職員数、職員の残業時

間等を数値化し、保育のコスト分析や保育所利用者の

推移、利用率等の分析につなげています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・月に数回、定期的に実施される本部会議や執行部会

議を通して経営課題を明確にし、具体的な取り組みを

実施しています。経営課題として、選ばれる園になる

ために、時代の変化やニーズを把握しながらも、園と

して大切にしたい点を考慮した取り組みが挙げられ

ます。一例として、紙おむつやおしりふきを定額で使

い放題にするサービスや連絡帳の ICT 化、また持ち

物を減らすなどのニーズを踏まえ、園では連絡帳の

ICT 化や、ICT を通してお便りの配信や写真と文字で

園での子どもの様子を伝えるドキュメンテーション

の配信に取り組んでいます。今後は、園での子どもの

活動の様子をさらに共有することで、必然的に汚れ物

が増えることなどの理解を促しつつも、ニーズを踏ま

えながら可能な取り組みを検討しています。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

 

 

 

 

・園長は、３年後のありたい姿として、中・長期計画

を作成しています。中・長期計画では、保育の質の向

上、人が育つ・人を育てる風土づくり、地域子育て支

援の３項目が掲げられ、それぞれに目標が立てられて

います。一例として、保育の質の向上の項目では、ゆ
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現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

C 

 

B 

 

 

 

るやかな担当制保育の浸透、地域・子育て支援の項目

では、貸出絵本や園庭開放等が掲げられ、具体的な実

践につなげています。 

・中・長期計画は４月の会議で職員に配布し、共有が

図られています。 

・今後は、数値目標や具体的な成果等を設定した中・

長期計画を作成し、実施状況の評価を行っていくこと

が期待されます。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

C 

 

 

 

B 

 

・中・長期計画に記載のある、ゆるやかな担当制保育

の内容を踏まえ、単年度計画には、乳児クラスは「緩

やかな担当制」を導入し、子どもたちの個々に寄り添

い無理なく安心した環境を整えていくことが記載さ

れています。記載された内容に基づき、食事、排せつ、

睡眠等の項目ごとに発達表を作成しています。また、

発達表を基に環境設定を行っています。一例として、

発達に合わせた手作り玩具を揃え、子どもが遊び込め

る環境を整えています。 

・単年度計画には、今年度の重点的な取り組みとして

「保育力はチーム力」が掲げられるとともに、保育の

テーマとして「子どもの発達について理解を深めよ

う」が記載されています。それぞれの項目に応じて具

体的な取り組みが記載されていますが、実施状況の評

価を行える内容には至っておりません。今後は、数値

目標や具体的な成果等を設定した中・長期計画を作成

し、実施状況の評価を行うことが期待されます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・事業計画は、園長、主任、全体リーダーが参加し 

月１回実施される全体ミーティングの中で方向性を

確認し、園長が作成しています。ミーティングの中で

は、全職員が年度末に実施する保育所自己評価の内容

や行事後に実施する保護者アンケートの内容等を確

認し、事業計画に反映させています。 

・事業計画に記載のある、緩やかな担当制、安全・安

心への取り組み、食への取り組み、「視える化」のより

一層の推進・強化、職員体制・職員育成等について毎

月 1 回実施される、乳児ミーティング、幼児ミーティ

ングにて振り返りが行われています。一例として、安

全・安心への取り組みとして、不適切保育チェックリ

ストを活用し、日ごろの保育内容等を確認し合うなど
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を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

の取り組みが行われています。 

・事業計画は、年度始めと終わりの会議で周知されて

おり、理解を促すための取組を行っています。 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

C 

 

 

 

B 

 

・事業計画の主な内容については、計画に記載されて

いる、「視える化」のより一層の推進、強化等につい

て、クラス懇談会等を通して共有しています。ICT ア

プリを使用し、お便りの配信・欠席連絡・身体測定結

果の配信を行っています。また、写真と文章で保育の

内容を伝える、ドキュメンテーションの配信も行って

います。 

・園長は事業計画に記載のある、保育の関わり方につ

いて、各クラスの懇談会に参加し伝えています。具体

的には、子どもの思いを受け止める、見守り・認める

保育の実践等が記載され、子どもの主体性、子ども一

人ひとりに寄り添った保育の実践等について伝えて

います。今後はさらに、園の理念に沿った事業計画の

内容について、保護者の理解を促す取り組みが期待さ

れます。 
 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

 

・日ごろの保育については、月間指導計画、週間指導

計画などを通して、PDCA サイクルにもとづいた取り

組みを行っています。また、園長は毎月１回実施され

る、乳児会議、幼児会議、リーダー会議に出席するな

ど、保育の内容について組織的に（C：Check）を行う

体制が整備されています。また、月 1 回実施される職

員会議では、事前に各クラスが、今月のクラス活動の

振り返り、生活の様子、来月の活動テーマ・目標等を

記載したクラス報告を提出し内容を共有しています。

共有された内容を踏まえ、質疑応答することで内容の

理解を深め、検討する場が、組織として位置づけられ

実行されています。 

・保育の質の向上に向けた取り組みとして、１年に１



14 

 

回、保育所の自己評価を全職員が実施し、課題を文書

化した上で、結果を園内に掲示して公表しています。

また、３年に１回、福祉サービス第三者評価を受審し、

ホームページに結果を公表します。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・年に 1 回全職員が保育園自己評価を実施し、評価結

果を分析した結果やそれにもとづく課題が文書化さ

れ公表されています。文書は保育園自己評価としてま

とめられ、改善・検討策が共有されています。一例と

して、乳児クラスではゆるやかな担当制を取り入れる

とともに、少人数のグループで時間差をつけて活動す

ることで、一人ひとりのペースに沿って落ち着いて過

ごせる取り組みにつなげました。また、幼児クラスで

は遊びの中で子どもの声を拾い、活動に取り入れ広げ

ていくことで、子どもたちが遊び込める環境への取り

組みにつなげています。これらの取り組みについて

は、乳児ミーティング、幼児ミーティングで話し合い、

改善への取り組みを計画的に行っています。 

 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

 

・園長の役割は、職務分担表&組織図に記載され、周

知が図られています。職務分担表&組織図には、園の

運営管理、事務管理、人事管理、保育士相互のまとめ・

指導、渉外連絡等の役割が記載されています。 

・園長は、自らの園の経営・管理に関する方針と取り

組みを明確にしています。月に 1 回実施される職員会

議では、園長は園の全ての事を把握することはできな

いからこそ、一人ひとりの職員がすべきことを積極的

に行って欲しいこと、また上手くいかない時は相談し

ながら一緒に考えていくこと、さらに保育を楽しんで

行って欲しいことなど、自らの役割と責任等について

表明し、周知が図られています。 
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□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

・ホームページには園長の想いが記載され、「子ども

たちのハッピーだけでなく、保護者の方・職員のハッ

ピーも私たちの目標です」、「保育園って楽しい！子ど

も達がドキドキワクワクしながら通えるような保育

園を目指しています！」が掲げられています。 

・有事の際の役割と責任、また権限委任等については、

危機管理マニュアルに明確化しています。園長が不在

の場合の権限委任は、全体リーダーが担当することが

周知されています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

B 

 

 

A 

・園長は、法人主催のハラスメント研修、不適切な保

育に関する研修など、法令遵守の観点での経営に関す

る研修や勉強会に参加しています。また、行政主催の

園長研修へ参加し、保育所保育指針に沿った保育実践

等について遵守すべき法令等の把握に努めています。

また、市が作成した子どもの人権に関する動画の研修

を全職員が受講するなど、幅広い分野について遵守す

べき法令等を把握し、取り組みを行っています。 

・法人で作成している、チームメンバーハンドブック

には、ハラスメントや差別の禁止、人権・男女共同参

画に配慮した保育などが、わかりやすく記載されてい

ます。内容については入社時に園長と共有するととも

に、必要に応じて会議等で取り上げるなど、職員に対

して周知を図る取り組みが行われています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、保育の質の現状について定期的、継続的に

評価・分析を行うため、各クラスの保育日誌を確認し、

保育内容や記入方法等での良い取り組みについて、付

箋にコメントを記載する形で返答しています。コメン

トを返答することで、職員の意欲の向上につながって

います。 

・園長は、保育の質の向上について組織内に具体的な

体制を構築し、自らもその活動に積極的に参画してい

ます。一例として、園内研修は、園長、全体リーダー、

乳児・幼児リーダーで年間計画を立てて実施していま

す。現在、職員から、日ごろの保育の中で他の職員の

意見を聞いてみたいテーマなどを出し合い、その中で

テーマを絞り、1 週間ぐらいかけて、5～6 人のグルー

プで、同じテーマについて話し合っていく計画が立て

られています。 
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□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

・園長は、年に 4 回実施される職員面談を通して、各

職員の意見を吸い上げ、保育の質の向上について、職

員の意見を反映するための具体的な取り組みにつな

げています。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・園長は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、人

員配置、職員の働きやすい環境整備等、具体的に取り

組んでいます。一例として、非常勤職員の配置等を工

夫し、毎日一定の時間帯で事務作業が行える環境を作

っています。一定時間の事務時間に加え、夕方の時間

に事務時間を確保できる際は、チェック項目に沿った

清掃を行った後、事務作業を行うなど、業務の実効性

の向上に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取り組みにつなげています。 

・園長は、全体リーダー、乳児リーダー、幼児リーダ

ーが参加する月に 1 回実施されるリーダーミーティ

ングに参加し、園内研修のテーマを決めるなど、業務

の実効性を高めるために組織内に具体的な体制を構

築し、自らもその活動に積極的に参画しています。 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・必要な福祉人材の確保、定着等に関する具体的な方

針が確立しており、取り組みが実施されています。法

人グループのホームページには、求める人物像、保育

方針や給食について、法人の取り組み、研修制度など

について常に掲載されています。また、キャリアパス

（経験別職務到達目標）を作成し、標準勤続年数に応

じた具体的に求められる姿を記載するなど、育成に関

する方針が示されています。キャリアパスについて

は、年度初めにキャリアアップ研修計画について説明

する際に、併せて説明することで、計画にもとづいた

人材の確保や育成の実施につなげています。 

・福祉人材の確保（採用活動等）については、園で必

要な人材について、勤務形態や勤務時間帯などを法人

本部に伝え、本部において広報し、人材の確保に努め
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保（採用活動等）を実施している。 ています。その他、就職フェアへの参加や職員に対し

て紹介キャンペーンを実施し、人材確保につなげるな

どの取り組みが行われてます。今後は、養成校との連

携や実習生からの採用につなげるなど、園において可

能な採用活動を、さらに工夫して取り組むことが期待

されます。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

・「期待する職員像」については、事業計画に記載され

ています。事業計画では、今年度の重点的な取り組み

として、「保育力はチーム力」が掲げられ、明確な目標

を持ち、取り組むこと、「子どもにとって」の目線を互

いに持ち、保育を行うことなど、園の理念・基本方針

にもとづいた「期待する職員像等」が記載されていま

す。また、入社時に全職員に配布されるチームメンバ

ーハンドブックには、「期待する職員像等」として、具

体的な行動基準が示されています。 

・給与、退職金規定には、昇給、手当、職務分担表が

明確に定められ、職員等に周知されています。非常勤

職員の成果や貢献度等の評価については、時給会議が

行われ、園長と本部担当者により、年度の貢献度等を

共有し、処遇改善につなげています。 

・園長面談を年に 4 回実施し、職員業務計画等を使用

した面談を行っています。年度初めの面談で職員一人

ひとりと目標を共有し、9 月と 3 月の面談にて目標に

対する振り返りが行われています。今後は、振り返り

の際に、数値目標や具体的な成果等を評価すること

で、一定の基準に基づき職務に関する成果や貢献度等

を評価することが期待されます。 

・職員が、自ら将来の姿を描くことができるような総

合的な仕組みづくりとして、キャリアパス（経験別職

務到達目標）が作成されています。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

 

 

 

 

 

 

 

 

・福祉人材の確保や定着の観点から、日ごろから働き

やすい環境を整えることに努めています。その一環と

して、希望日に有給休暇が取得できる体制を整えてい

ます。有給取得の際は、毎月所定のカレンダーに職員

が有給希望を記入します。記載された内容を園長が確

認し、園長がシフトを汲んで希望日に有給を取得でき

るよう配慮しています。また、園長は、組織の魅力を

高める取り組みや働きやすい職場づくりに関する取
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データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

B 

 

A 

り組みとして、日ごろから職員と積極的にコミュニケ

ーションをとるとともに、感謝の言葉を伝えていま

す。また、各職員が自身の置かれた勤務状況や家庭状

況の中で、精一杯取り組んでいる姿などを全体会議で

伝えるなど、職員同士が認め合う風土づくりに努めて

います。 

・年に 4 回の園長面談を行うなど、定期的に職員との

個別面談の機会を設けることで、職員が相談しやすい

ような組織内の工夫につなげています。また、園長と

の面談の他に、必要に応じて法人担当者との面談を行

うことも可能です。 

・ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組みを行

っています。園では、毎日の事務時間が確保され、職

員は事務時間を有効に使い、写真と文書で園での子ど

もの様子を伝えるドキュメンテーションの作成や手

作りおもちゃを作るなどの取り組みが行われていま

す。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・職員一人ひとりの育成に向けた取り組みとして、目

標管理シートを作成しています。目標管理シートに

は、具体的な目標を記載するとともに、目標達成まで

の計画・手段を記載することで、職員一人ひとりの目

標管理のための仕組みが構築されています。 

・年４回の園長面談が実施され、年度始めの面談にて

職員一人ひとりの目標を共有しています。設定された 

目標に対して、9 月に中間達成度、3 月に年間達成度

を確認するなど、適切に進捗状況の確認を行う仕組み

となっています。達成度の評価は 4 段階で実施されて

います。 

・法人作成の、チームメンバーハンドブックがありま

す。理念や行動基準についてのほか、身だしなみや言

葉の注意、個人情報やハラスメントの知識等、組織と

して期待する職員像を明確にしています。 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が
  

・事業計画の中に、年度の重点的な取り組みである、

「保育力はチーム力」に基づいた「期待する職員像」
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実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

B 

 

 

A 

が記載されています。一例として、明確な目標を持ち、

取り組むこと、「子どもにとって」の目線を互いに持

ち、保育を行うこと、一緒に働く仲間・相手への思い

やりを持つことなどが挙げられます。 

・職員分担表&組織図では、各分野のリーダーや係に

求められる業務内容が詳細に記載され、園が職員に必

要とされる専門技術や専門資格を明示しています。 

・園長が研修計画を作成しています。研修計画には、

園内研修、園長研修、主任研修、キャリアアップ研修

等の研修名と共に、研修目的、研修内容等が記載され、

研修計画に沿って、教育・研修が実施されています。 

・研修参加後は、職員会議等で報告し園全体で情報を

共有しています。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況

等については、入社時に確認するとともに、職員一人

ひとりの研修受講記録簿で把握されています。研修受

講記録簿には、キャリアアップ研修、その他の研修の

項目を設け、職員一人ひとりの研修受講歴や受講予定

の研修等が把握できるようになっています。 

・階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の機会を

確保し、職員の職務や必要とする知識・技術水準に応

じた教育・研修を実施しています。研修計画には、園

内研修、園長研修、主任研修、キャリアアップ研修等

階層別研修が計画されるとともに、テーマ別研修や保

育語ろう会、栄養士・調理員研修など職種別、テーマ

別研修の機会を確保しています。 

 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

 

 

 

C 

 

 

 

 

B 

 

・実習生受け入れマニュアルが整備されており、実習

生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関する基本

姿勢を明文化しています。今年度は、現時点で実習生

の受け入れ実績はありませんが、昨年度については、

主任が窓口となり、マニュアルに沿った受け入れを行

いました。 

・現在、専門職の特性に配慮した実習プログラム等に

ついては用意しておりませんが、実習形態や実習クラ

ス（年齢）など、学校からの要請に応じて、柔軟に進

めています。 

・園長は市が主催する実習生の受入れに関する研修を
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意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

  
受講し、主任に伝えるなど、実習指導者に対する研修

を行っていました。 

・実習生については、学校側と、実習内容について連

携してプログラムを整備するとともに、実習期間中に

おいても継続的な連携を維持していくための工夫と

して、学校の意向に沿って、実習計画を立てるなどの

取り組みを行っています。 

 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域に向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・法人、保育所の理念や基本方針、保育の内容、事業

計画、事業報告、予算、決算情報は、ホームページを

活用し、公開されています。 

・園内に「苦情解決の仕組み」を掲示しています。ま

た、入園のしおり（重要事項説明書）に「苦情相談窓

口」が明記され、入園の際に説明するとともに玄関に

置かれ、いつでも確認できる体制となっています。 

・第三者評価の受審結果については、WAM NET 等を

通して公表しています。苦情内容と解決に至る対応に

ついては、園内掲示や手紙の配布、ホームページ等を

通して公表しています。 

・園の保育内容や行事の様子等については、SNS を利

用し発信していましたが、現在は園の理念、基本方針

やビジョン等について、より社会・地域に対して明示・

説明し、園の存在意義や役割を明確にするために、閲

覧回数が多いホームページで公表しています。また、

在園児の保護者に対しては、電子媒体を通して文書と

写真で保育内容を示す、ドキュメンテーションを通し

て伝えています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

 

 

 

 

・園内における事務、経理、取引等に関する職務分掌

と権限・責任は、済聖会事務マニュアル、経理規定等

に記載されています。 

・園長は会計に関するデータを、毎月本部に送ること
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ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

B 

 

A 

で定期的に確認する機会を設けています。また、園の

事業、財務については、法人本部の経理担当者が担当

の税理士による監査支援等を実施しています。 

・園で必要な物品を購入する際は、園長に相談をし、

金額に応じて園における決裁、または本部に決裁を仰

ぐというルールが明確にされ、職員に周知していま

す。 

 

 

 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・地域との関わり方については、地域・子育て支援年

間計画に記載されています。計画では、ねらいとして、

「子育てを楽しめるような情報の共有、交流の場とな

るようにする」、「保育園の体験、園児と一緒に過ごす

ことを通して、保育園を身近に感じてもらうことが記

載され、ホームページでも公表しています。 

・玄関には、公園の写真と公園の説明が書かれた散歩

マップを掲示するとともに、市の出産費用に対する助

成金の案内や病児保育室の案内など、活用できる社会

資源や地域の情報を収集し、保護者に提供していま

す。 

・園や子どもへの理解を得るために、地域の人々と子

どもとの交流の機会を定期的に設けるなどの取り組

みの一環として、地域主催のラジオ体操への参加や、

小学校との交流が実施されています。小学校との交流

については、幼保小連携会議で話し合いが行われ、年

長児が小学校を訪問し、5 年生と交流したり、1 年生

が園に来て、劇を披露するなどの取り組みが行われま

した。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

  
・ボランティアマニュアルを整備しており、ボランテ

ィアに関する基本姿勢を明文化しています。マニュア

ルには、ボランティアの受け入れ方法、ボランティア
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□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

C 

 

 

B 

申し出者の健康診断、個人情報の保護、ボランティア

受入担当者の設置等について記載されています。 

・学校教育への協力の一環として、高校生の職業体験

の受入れを行いました。体験の際は、マニュアルに沿

って、子どもとの交流を図る視点等で必要な研修、支

援を行いました。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

A 

・地域の関係機関・団体や、個々の子ども・保護者の

状況に対応できる社会資源として、園周辺のお散歩マ

ップを掲示しています。散歩マップには、公園の写真

と公園の説明が記載されています。また、近隣の病院

一覧がまとめられ、事務所に掲示されています。 

・関係機関や団体との連携として、子どもの発達につ

いて園医に相談したり、児童発達支援事業の巡回担当

者が月に 2 回園を訪問し、その際に、就学に向けての

子どもへのかかわり方等について説明したりと、問題

の解決に向けて協働した具体的な取り組みが行われ

ています。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもについて

は、虐待対応マニュアルを整備し、対応できる体制が

整っています。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

 

 

C 

 

 

B 

・保育園見学の際の、子育てなどについての相談には、

積極的に応えるようにし、地域の福祉ニーズや生活課

題などの把握にも努めています。一例として、地域の

福祉ニーズとして、市が主催する赤ちゃん会が 0 歳児

を対象としているため、1 歳児以上の子どもを遊ばせ

る場所が少なく、安心して遊ばせることができる場所
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会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

  
が求められていることを把握しています。 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

C 

 

 

 

B 

・把握された福祉ニーズを基に、地域・子育て支援年

間計画を作成し、公益的な事業・活動に取り組んでい

ます。計画では、ねらいとして、「子育てを楽しめるよ

うな情報の共有、交流の場となるようにする」、「保育

園の体験、園児と一緒に過ごすことを通して、保育園

を身近に感じてもらう」ことが記載され、具体的な取

り組みにつなげています。絵本の貸し出しや園庭開

放、行事への参加とともに、ぶらっと広場と呼ばれる

活動の中で、在園児と遊ぶ機会を設けたり、親子体操

を行うなどの取り組みも行われています。 

・今後は、地域の防災対策や、被災時における福祉的

な支援を必要とする人びと、住民の安全・安心のため

の備えや支援への取り組みが期待されます。 

 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・理念や基本方針、また園長が作成し、全体職員会議

で共有した保育内容マニュアルに、子どもを尊重した

保育の実施について明示しており、入園のしおり、チ

ームメンバーハンドブックにも記載があります。ま

た、市が配信する子どもの人権に関する動画を全職員

が視聴し、グループごとに話し合っています。話し合

われた内容については、園長が総括し、3 月の職員会

議で共有するなど、子どもを尊重した保育について、

職員が理解し実践するための取り組みを行っていま

す。さらに、否定語を肯定的な言い方に変えるなどの

取り組みを行うとともに、全職員が所持するチームメ
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□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

ンバーハンドブックに記載のある、人権や男女共同参

画に配慮した保育のための注意点などについても理

解を深めています。 

・4，5 歳児クラスにおいて、定期的な話し合いの時間

を設けています。一例として、4 歳児では散歩に行き

たい公園などについて話し合ったり、5 歳児クラスに

おいては、お泊り保育や運動会等の行事について話し

合う場を設けるなど、子どもが互いを尊重する心を育

てるための具体的な取り組みを行っています。 

・人権や男女共同参画に配慮した保育のための注意点

が、チームメンバーハンドブックに記載され、定期的

な研修を通して理解を深めています。 

・今後は、性差への先入観による固定的な対応、子ど

もの人権、文化の違い、互いに尊重する心などについ

て、その方針を文書にて保護者に周知するなど、さら

なる理解を図る取り組みが期待されます。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どものプライバシー保護については、個人情報保

護マニュアルやチームメンバーハンドブックに明記

され、マニュアルやハンドブックにもとづき実施され

ています。一例として、水遊びの際に、露出をすくな

くするため、水着に着替えず服のまま行うことや、お

むつ姿の写真撮影は行わないこと、3 歳児以上は着替

えの際に男女別で衝立を立て着替えるとともに、カー

テンを閉めることなどの取り組みを行っています。 

・保護者に対しては、個人情報使用に関する同意書を

通して、個人情報保護方針やプライバシーに関する内

容を説明し、同意を得ています。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

 

 

 

 

 

 

・園の理念や基本方針、保育の内容や園の特性などが

ホームページに詳しく掲載されています。ホームペー

ジでは、園舎全体や園内の写真が掲載され、園の様子

がわかるような内容になっています。また、給食理念

や、済聖会の学びの保育としての英語教室、体操教室、

音楽教室、就学準備教室の実施など園の特色について

も、文書と写真で掲示し紹介しています。 
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等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

B A 
・園の見学については、園長が対応しています。見学

ではパンフレットの説明、園舎の案内を実施後、質疑

応答の時間を設けています。見学後にアンケートを実

施し、保育開始予定時期、園を知ったきっかけ、感想

等をいただき、年齢別に分けて保管しています。アン

ケート内容等をもとに、利用希望者に対する情報提供

について、適宜見直しを実施しています。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・保育の開始にあたっては、入園のしおり（重要事項

説明書）、入園説明会、個人面談などでわかりやすく説

明をしています。保育内容の変更時については、文書

にして説明し同意書を得るようにしています。 

・特に配慮が必要な食物アレルギーの対応について

は、市と法人のアレルギーマニュアルに沿って必要書

類の提出をお願いしています。発達に関して心配のあ

るご家庭に対しては、保護者との個人面談で子どもの

様子について共有するとともに、必要に応じて園医の

意見を保護者に伝えています。また、保育参観で園で

の様子について見ていただくことで理解を深めるア

プローチ等も行っています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

B 

 

 

B 

・保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配慮した

手順と引継ぎについては、現時点で特に転園先と情報

共有を行うなどの取り組みは行われておりません。 

・卒園、転園後も相談があれば気軽に相談ができるこ

とを伝えています。また、卒園児にアンケートを実施

し、園生活を通しての感想等を聞き取っています。今

後は卒園、転園後の相談受付け先について記述した文

書等を渡すなどの取り組みが期待されます。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 
  

・日々の保育の中で、子どもの変化などについて、毎

日実施される昼ミーティングで共有しています。ま
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33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

B 

 

 

A 

た、引き継ぎ簿を通して、一人ひとりの子どもの様子

を詳細に把握できるよう努めています。引き継ぎ簿に

は、早番・遅番より、伝達確認事項、各クラスの欠席

児童と特記事項等が記載され、閲覧後、各職員の記名

欄にチェックを入れるようにしています。 

・夏祭り、運動会などの行事後の保護者アンケートや、

年度末に保育所全体に関するアンケートを実施する

など、保護者に対し、利用者満足に関する調査が定期

的に行われています。把握した結果については、職員

会議等で分析・検討しています。一例として、夏祭り

のアンケ―トの結果に基づき、開催時間帯や兄弟児へ

のお土産の配布等について検討しました。行事アンケ

ートは集計し、改善案を記載し掲示しています。 

・年に 1 回の個人面談、年に 2 回の懇談会を実施する

など、利用者満足を把握する目的で定期的に行われて

います。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・苦情解決の体制が整備されています。入園のしおり

に、苦情相談窓口として、相談・苦情受付担当者、解

決責任者、第三者委員を記載しています。また、受付

け方法として、玄関入り口にご意見箱を設置していま

す。 

・苦情を受けた際は、苦情・相談対応記録簿に記録し

ています。記録簿には苦情等の内容、事実確認の状況、

対応状況を記載し適切に保管しています。 

・苦情内容に関する検討内容や対応策については、基

本的に園長が中心となり迅速に対応するよう努めて

います。内容によっては、法人本部や行政の担当課に

確認し、個別に伝えたり、掲示でフィードバックをし

たりしています。一例として、おむつの使用枚数につ

いて意見をいただき、実際のトイレトレーニングの様

子について説明し理解を得るなど、検討内容や対応策

については、保護者等に必ずフィードバックしていま

す。 
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35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

B 

 

 

A 

・入園のしおりに苦情相談窓口が記載されています。

また、玄関入り口にご意見箱を設置しており、いつで

も保護者が相談したり意見を述べたりすることがで

きます。 

・相談をしやすく、意見を述べやすいスペースとして、

相談室を設けています。 

・3 歳児以上にも連絡ノートを用意し、保護者からの

意見を述べやすいよう、配慮しています。 

 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・園では、日々の保育の提供において、保護者が相談

しやすく意見を述べやすいよう、登園時よりゆとりの

あるお迎えの時間を使い、丁寧なコミュニケーション

を図っています。その際に、週に 1 回は担任が保護者

とコミュニケーションをとれるよう、シフトを調整す

るなどの取り組みが行われています。また、保護者の

意見を積極的に把握するため、玄関入り口にご意見箱

の設置や行事実施後、年度末に、アンケートを実施し

ています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等について苦情処理のマニュアルを整

備しています。職員は、把握した相談や意見について、

園長に相談し、検討に時間がかかる場合には状況を速

やかに説明することを含め、迅速な対応を行っていま

す。 

・年度末に対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ています。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

体制を整備している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・リスクマネジメントについては、園長が責任者とな

っており、事故発生時の対応と安全確保については、

事故発生時のマニュアルを使用しています。園長不在

時は、全体リーダーが対応します。 

・事故発生時の対応と安全確保について、安全係が中

心となり、災害や事故発生時に使用する役割分担カー

ドを各クラスに設置しています。役割分担カードに

は、1．指令（園長）、2．119 番通報、3．救急隊出迎

え、4．AED 担当など、救急対応の手順が 1～9 番の

カードに記載され、救急の際に、各職員にカードを渡
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□事故発生時の対応と安全確保について責任、

手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知

している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

し、書かれた内容を各職員が実施するという流れとな

っています。 

・子どもの安心と安全を脅かすヒヤリハットの事例に

ついては、職員がヒヤリハットを付箋に書き A4 用紙

に貼ります。貼られた内容について園長がコメントを

記載し、1 カ月に 1 回、安全係と内容を共有し、職員

会議で共有しています。 

・園では、心肺蘇生や AED の使い方、役割カードを

使った動き方の確認など、職員に対して、安全確保・

事故防止に関する研修を行っています。 

・事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性につ

いて、避難訓練の反省等を通して、定期的に評価・見

直しを行っています。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・感染症対策として、安全のマニュアル、衛生のマニ

ュアル、清掃のマニュアルを整備しています。園内で

感染症が発生した際は、衛生係と園長が中心となり、

感染症名、各クラスの感染者数、登園基準等を記載し、

玄関に掲示するなど、保護者への情報提供が適切に行

われています。 

・定期的に、嘔吐処理研修を実施するとともに、嘔吐

処理セットの点検を行うなど、感染症の予防や安全確

保に関する勉強会等を開催しています。 

・感染症の予防と発生時等の対応マニュアル等は年度

末に見直しが行われています。 

・ほけんだよりを通して、ノロウイルス感染症や溶連

菌感染症など時期ごとに気をつけたい感染症等を紹

介するとともに、首・手首・足首の 3 つの首を温める

ことで風邪予防になることなど、具体的な予防策など

について情報提供しています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制として震災時マニュアル、火災発

生時マニュアルなどを整備しています。 

・災害時の避難場所や安否確認の方法については、入

園のしおりに記載があります。災害伝言ダイヤル

（171）の使用方法も合わせて掲載しています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法として、

一斉連絡用のアプリを導入しています。毎月の避難訓

練では、アプリにて避難訓練の様子について保護者及

び職員に発信し、確認のボタンが押されていない場合
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□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

は、該当者に確認するなど受信状況を確認していま

す。 

・園では給食職員が食料や備品類等の備蓄リストを作

成し、賞味期限等を把握し備蓄を整備しています。 

・消防計画を整備し、計画の中には年に 1 回、園の避

難訓練に消防署の職員が立ち会い、助言を得ていま

す。その際に、職員は水消火器を使用した訓練を実施

しています。 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

 

・散歩、事故対応、園外保育、おむつ替えの手順、プ

ールの流れ、水遊びの安全対策・プール活動散歩等、

各種保育業務に関連するマニュアル、チームメンバー

ハンドブックなどを通して、保育について標準的な実

施方法が文書化されています。また、子どもの尊重、

プライバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢につい

ては、個人情報の保護方針と同意書に明示されていま

す。 

・標準的な実施方法については、年度始めの職員会議

で変更点の読み合わせを行うなど、職員に周知徹底す

るための方策を講じています。 

・保育実践が画一的なものとならないよう、月 1 回実

施されるクラスミーティングで、個人月案の内容につ

いて話し合いが行われています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・保育の標準的な実施方法に基づいた保育が行われて

いるかについては、年に 1~2 回実施される、法人担当

者の施設巡回を通して、検証・見直しが定期的に実施

されています。 

・職員会議の前に事前に提出される、今月のクラス活

動の振り返り、生活の様子、来月の活動テーマ・目標

等を記載したクラス報告を共有することで、標準的な

実施方法等について、職員からの意見や提案が反映さ
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□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

れるような仕組みになっています。 

（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・アセスメントにもとづく指導計画の策定について

は、園長が責任者となり、クラス担任が作成していま

す。 

・保育開始前後のアセスメントについては、新入園児

面談マニュアル、アレルギー児受け入れマニュアルな

どにもとづいて適切に実施されています。アレルギー

児受け入れマニュアルなどにもとづいて担当職員や

園長、栄養士が面談を実施し、把握された内容につい

ては、職員会議や毎日実施されている昼ミーティング

等で共有されています。 

・さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保育所以

外の関係者が参加して、アセスメント等に関する協議

を実施しています。一例として、月に 2 回実施される、

児童発達支援事業の巡回担当者と、就学に向けての子

どもへのかかわり方等について、協議を実施していま

す。 

・アセスメント手法として、健康（食事、生活習慣、

全身運動、手指の動き）などの項目別に発達のめやす

が記載された経過記録を使用しています。具体的な発

達のめやすが記載された経過記録は、0~2歳児は 4期、

3 歳児以上は 2 期で振り返りが行われ、達成度を確認

しています。また、保護者支援、今後に向けての援助

の振り返り等の項目も設けられています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・指導計画の評価・見直しについては、毎月 1 回以上

実施される各クラスミーティングにて、園長、クラス

担任によって、定期的に行っています。見直された計

画は園長が最終確認し、保育実践につなげています。 

・天候や子どもたちの体調や様子、職員配置により指

導計画を緊急に変更する場合は、各クラス担任の判断

で変更し、日誌の振り返りの欄に、変更内容を記載す

る仕組みとなっています。 

・評価した結果を次の指導計画の作成に活かしていま

す。一例として、感触遊びを行った際に、直接触れる

ことが苦手な様子を踏まえ、袋に入れて感触を楽しむ
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□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に活か

している。（保育所） 

ことから始めた結果、回数を重ねることで自ら触ろう

とする姿が見られるようになりました。 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・個別の指導計画、保育日誌や健康の記録などにもと

づき保育が実施されており、記録により確認すること

ができます。 

・記録する職員により記録内容や書き方に差異が生じ

ないよう、園長やクラスリーダーが中心となり、必要

に応じて指導等を行っています。園長は、養護の書き

方については、保育者が主語になり、教育については

子どもが主語なることなどを伝えています。 

・毎日実施される昼ミーティングで、子どもの様子や

特記事項等を各クラスが報告するとともに、周知ノー

トを使用し全職員に周知するなど、園における情報の

流れが明確にされ、情報の分別や必要な情報が的確に

届くような仕組みが整備されています。 

・情報共有を目的とした定期的な会議として、毎日昼

ミーティングが行われています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

 

 

B 

 

 

A 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

して、また個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法については、個人情報保護方針と同意

書により定めており、記録管理の責任者を園長として

います。個人情報が記載された書類は、鍵付きのロッ

カーで保管されています。また、パソコンには全てパ

スワードが設定されるなど、個人情報の不適正な利用

や漏えいに対する対策と対応が行われています。 

・記録の管理や個人情報の取扱いについては、個人情

報の保護方針と同意書に記載があり、年度始めの職員

会議で周知しています。保護者に対しても年度初めの

説明会等にて、個人情報の取り扱いについて説明して
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□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

います。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画は、保育理念を、『生きる力』（ひとり

で世の中を渡っていかれる力）の基礎を作るとし、保

育方針をアタマ・ココロ・カラダの三位一体「興育」

としています。子どもの人権について別項目で配慮事

項が示され、子どもの権利に関する児童福祉の理念の

趣旨に沿ったものとなっています。保育の特徴とし

て、応答的に関わる事や共感的に関わることが明記さ

れています。年齢別の保育目標が示され、それぞれに

擁護と教育が一体的に提供されるようになっていま

す。さらに項目を作り、食育や小学校との連携、安全

管理に関すること、地域との関わり等へ配慮して作成

されています。 

・全体的な計画は、年度末の会議において、職員間で

振り返りを行い、次年度に反映するように取り組んで

います。 

・全体的な計画は、保育の内容が組織的・計画的に展

開されるように作成される事を考慮し、年齢別の指導

計画に関連しながら作成されることが望まれます。 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ど

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・各保育室は、温度湿度計が設置され、適切な数値に

保たれています。午睡時はロールスクリーンを使用し

て明るさを調整しています。安全衛生に関するマニュ

アルに従って、保育園内外の設備や用具などを定期的

にチェックするとともに、職員が廊下を移動する際に

意識して点検を行うなどして、衛生的で安全な環境を

整えています。 

・生活と遊びの空間を分け、遊び毎にコーナーを設け、

マットやクッションを使用し、子どもがくつろいで落

ち着けるように工夫しています。子どもの興味・関心

に沿った玩具の提供や家具の配置となるように、随時

環境の見直しを実施しています。食事や睡眠時の個人

差に配慮した生活空間を確保し、毎日の動きが習慣と

なるように支援しています。 

・乳児用トイレは、１・２歳児各室から利用できるよ

うに整備されています。幼児用トイレは、2・3 歳児室
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もが利用しやすい設備を整え、安全への工夫

がされている。 

に近い出入口、4・5 歳児室に近い出入り口と 2 か所に

出入口があり、広く、明るい空間になっています。清

潔に保たれ、快適に利用できる状態になっています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・入園時の資料や面談で、子どもの発達過程や家庭で

の生活の様子を把握し、指導計画を作成して保育を実

践しています。日々の家庭・保育園連絡シート、登降

園時の様子観察などから子どもの状態を把握し、ミー

ティング・引継ぎノートなどを活用し、職員間で共有

しています。 

・活動の時間に余裕を持たせ、必要に応じて職員間で

の協力、人的配置を工夫するなどして、子どもの気持

ちに肯定的に関わることが出来るように配慮してい

ます。子どもが安心して自分を表現できるように、子

どもからの欲求に適切に応対したり、自分を表現する

力が不十分な子どもには、表情やしぐさから思いをく

み取り、見守ったり、代弁したりしています。状況に

より、声かけを少し待って子どもからの発信を待つよ

うにもしています。 

・不適切な言葉の発信については、研修を受けたり、

職員間で話し合ったりして共通認識を図り、適切な言

葉がけが出来るような体制づくりに取り組んでいま

す。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・子どもの発達年齢や家庭での様子に配慮しながら、

必要な生活習慣が身に付けられるように援助してい

ます。遊びの中で、遊具の中に指先の発達を促すよう

な玩具を用意したり、紐やボタン、マジックテープな

どを発達差に配慮して設置したりして、「自分で出来

た・やってみよう」と思えるように工夫しています。

日々の活動の中で、生活のリズムが身につくように、

毎日の流れが継続的に行われるようにしています。着

脱の際の支援を工夫して達成感が味わえるように、さ

りげない援助や最後の部分だけの援助などをしてい

ます。流し台に、手洗いや歯ブラシの仕方を、視覚的

にも分かり易いように貼りだしています。 

・生活の中で折に触れ生活習慣について話しています

が、年齢ごとに、必要に応じてティッシュの使い方、

手洗いの方法、トイレの使い方、コップでのうがいの

方法、歯の磨き方などを丁寧に伝える機会も設けてい
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さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

ます。食べ物と体の関係などについては、給食職員が

分かり易く伝え、年長児の当番活動の中で三食食品群

の分類の取り組みなども行っています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・年齢や興味に則した玩具を、自分で選び取って遊べ

るようにコーナーや高さを工夫して設置しています。 

・子どもの年齢や興味・関心により職員が遊びのリー

ダーになったり、子どものそばに寄りそったり、遊び

を観察し遊びが展開できるように話し合ったりして、

主体的に遊べるように関わっています。職員は、園行

事の準備をしていく中で育まれた人間関係が、その後

ブロックやラキューなどで遊ぶ際も協力し合い、お店

屋さんごっこをするなどの活動に繋がるように援助

しています。積極的に戸外に出て、園庭・近隣の公園・

川沿いの散歩などで体を十分に動かしたり、季節を感

じたり出来るようにしています。特に地域の掲示板か

ら情報を得て、ラジオ体操に参加し、地域の人たちと

の交流を深めています。 

・廃材や折り紙、テープ、絵画用品などを用意し、自

由に表現活動が出来るようにする一方で、子どもの姿

を職員間で共有し、じっくり取り組める環境を工夫し

ています。 

 

6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

 

・生活と遊びの空間を分け、子ども一人ひとりが生活

のリズムに合わせて過ごせるように環境を整え、成長

に考慮して変更しています。 

・担当制を導入し、応援に入る場合も同じ職員が入る

ようにして、子どもが安心して愛着関係が形成できる

ようにしています。抱っこは前向きでする、オムツを

替える時は「きれいにしようね」と言葉をかけながら

行うなど丁寧な対応を心がけています。発達に応じた

手作り玩具の活用や、つかまり立ちが出来るようにな

った子どもには視界より少し高いところに玩具を置

いたり、部屋だけでなく廊下も使って体を動かす遊び

を取り入れたりと、興味と関心を引き出す工夫をして

います。また、子どもの表情を大切にし、応答的な関
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っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 
わりを通じて情緒の安定を図っています。 

・保護者とは、相互の連絡帳や送迎時の会話から子ど

もの様子を伝え合い、保育の内容や発達についての情

報発信を行い、連携を深めることで、より充実した保

育環境になるように取り組んでいます。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どもの興味や発達に合わせた玩具を用意し、配置

を工夫して自ら行動しようとする意欲が持てるよう

に環境設定を行っています。 

・壁や棚に玩具を貼り付けたり、玩具の入れ替えを行

ったりして、事故防止に努め探索活動が十分に行える

ようにしています。散歩に行く際には、散歩バックを

もって、石や木の実を拾うなどして探索意欲が満たさ

れるように工夫しています。職員は、子ども達の自我

の育ちについて、受容的に受け止め、感情をコントロ

ールする事への気づきに繋がるように援助していま

す。子どもの興味関心に寄り添い、一緒に遊んだり、

見守ったり、代弁したりしながら安定して友だちと関

わって遊べるように配慮しています。 

・家庭との連携は、担任が保護者と会えるようにシフ

ト調整を行いながら、子どもの様子を伝え自我の育ち

や排泄について共有し、連携が図られるように取り組

んでいます。 

 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・3 歳児には、ままごと遊び、パズル、大きいレゴブ

ロックなどを用意し、イメージを表現することを楽し

めるように支援しています。「イス取りゲーム」「フル

ーツバスケット」などの簡単な決まりのある集団遊び

を提案し、友だちと一緒に安定して遊べるように関わ

っています。4 歳児には、ラキューやレゴ、恐竜・お

店屋さんごっこ、マグネット着せ替え人形絵本などを

用意し、好きな遊びが十分楽しめるように工夫してい

ます。職員は、猛獣狩りやピタゴラ装置などを集団で

楽しむ中でも、個人の力が発揮できるように関わって

います。5 歳児には、器用になった指先で、折り紙や

刺しゅう糸でのミサンガづくり、トミカとシルバニア

など子ども達が自由に遊べるように環境を整えてい

ます。子ども同士の話し合いから主体的に活動を進
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て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

め、やり遂げた充実感や達成感が味わえるように援助

をしています。 

・夏祭りには、保護者、卒園児、地域の人たちを招待

し、子どもの育ちや協働的な活動を伝える機会となる

ように取り組んでいます。 

 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

 

・エレベーターの設置や段差のない建物など、障害の

ある子どもに配慮した環境が整備されています。障害

のある子どもの個別指導計画が作成され、クラスの指

導計画と関連付けることで、包括的な支援が行われて

います。計画は、職員間での情報共有が行われ、子ど

もの状況や成長に応じた保育が実施されています。加

配保育士が園児の気持ちを汲み取り、臨機応変に空間

を共有して、子ども同士が関わったり個別の関わりを

したりと無理のないように支援して、共に成長できる

よう努めています。保護者との連携も良好で、保育園

での生活に配慮した対応が行われています。療育機関

から月 2 回の訪問を受け、相談や助言を得、共通の目

的に向かって協力しています。職員は障害に関する知

識を深めるために積極的に研修に参加し、最新の情報

を取り入れています。 

・保護者向けに障害のある子どもの保育に関する情報

を伝えるためのチラシ配布や、相談に応じた情報共有

も行われています。 

10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・長時間にわたる保育については、１日の生活を考慮

して、月間指導計画に位置づけ、子どもたちがゆっく

りと遊べるように計画的な環境整備に取り組んでい

ます。コーナー保育や、好きな玩具を準備することで、

安心して過ごせるように配慮しています。１歳児室が

延長保育の保育室となっていますが、乳児と幼児は極

力別に過ごせるように工夫し、合同になる時間を遅ら

せるようにしています。保育時間が長い子ども達に

は、１８時４０分に補食の提供が行われ、記録もしっ

かりと管理されています。 

・職員間での引継ぎが適切に行われており、引継ぎノ



38 

 

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

ートや口頭での伝達により、子どもの状況が十分に共

有されています。担任以外の職員も子どもの日中の様

子を一言伝えるなど、連携の配慮がなされています。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・全体的な計画の中に小学校との連携や幼児期の終わ

りまでに育って欲しい 10 の姿が、保育のねらい及び

内容と対応して明記され、それに基づいた保育が行わ

れています。 

・子ども達は、小学校以降の生活に対する見通しを持

つための機会、交流会や学校探検への参加、卒園児か

らの話を聞く場が提供され、ランドセルを背負わせて

もらったり、教科書を見せてもらったりして、将来の

学校生活についてのイメージを具体化することがで

きています。保護者に対しても、就学に向けた見通し

を持てるように懇談会を通じて交流の機会が図られ、

保護者同士の情報交換や意見共有が促進されていま

す。 

・保育所児童保育要録の作成については、担任が責任

を持ち、園長が確認する体制が整っています。就学先

小学校から教員が訪問し意見交換を行ったり、訪問が

難しい学校からは電話で話をしたりしてスムーズな

就学移行が実現できるように取り組んでいます。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・子どもの健康管理に関するマニュアルが整備されて

おり、厚生労働省の指針に基づいて一人ひとりの心身

の健康状態を把握しています。子どもの保健に関する

年間保健計画も作成されています。子どもの体調の悪

化やけがについては、事故発生マニュアルに基づいて

保護者に迅速に伝えて対応し、事後の確認も申し送り

を通じて周知されています。子どもの健康状態に関す

る情報は、昼ミーティングノートを用いて関係職員へ

の周知を図っています。また、保護者からは連絡帳や

送迎時に健康に関する必要な情報が提供され、引継ぎ

ノートなどで共有されるような体制が整っています。

既往症や予防接種の状況は、都度連絡を受け記録して

いますが、健康台帳への記入は、定期的に返却し保護
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どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

者が追記しています。 

・保護者には、年度始めに保育園の健康方針や取組に

ついては説明を行い、乳幼児突然死症候群（SIDS）に

ついての情報提供もしています。 

・職員は、年度初めの職員会議で、運営本部の午睡マ

ニュアルを活用して知識の周知と、チェック表に沿っ

て必要な取り組みを行っています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・健康診断や歯科健診の実施について、園だよりや保

健だよりで保護者に知らせ、医師への相談や質問事項

などを事前に把握しています。また、普段の保育活動

の中で子どもの健康に関して感じたことなどをまと

め、相談できるよう準備し、健診の際には、保育生活

や家庭生活に助言をもらっています。各健診の結果は

健診後の昼ミーティングで関係職員に周知され、記録

されています。歯科健診の際は、歯科医師による歯磨

き指導が行われるなど、保健活動が計画的に実施され

ています。 

・保護者には、保護者配信アプリを通じて、健診結果

とともに、相談内容への医師からの回答や、栄養士が

作成する発達曲線などを配信し家庭での生活に役立

ててもらえるよう取り組んでいます。加えて、当日の

様子などを園だよりや保健だよりで伝え、積極的に情

報共有を行っています。 

 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・アレルギー疾患のある子どもに対して、「保育所にお

けるアレルギー対応ガイドライン」を基に、個別に除

去や代替食を提供するなどの対応が行われています。

慢性疾患等のある子どもに対しては、既往歴や通院状

況を保護者と共有し、園での配慮事項について相談し

ています。入園時にアレルギー疾患についての説明を

実施し、アレルギー疾患が確認された際には、園長と

栄養士との面談を行い担任及び職員間で共有してい

ます。月ごとに献立確認や負荷試験の状況も保護者と

連携し、確認する体制が整っています。アレルギーの

ある子どもが安心して食事を摂れるよう、マニュアル

に沿って食事の提供が行われ、万が一誤食があった場

合には、保護者や関係機関と速やかに連携が取れるよ
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相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

うになっています。アレルギー疾患のある子どもに配

慮した備蓄や避難時の対応が整備されています。 

・職員は、アレルギー疾患や慢性疾患に関する研修に

参加し、必要な知識や技術を習得しています。年度初

めの職員会議で、アレルギー児の確認や提供マニュア

ルの確認が行われ、全職員が適切な対応方法を把握し

ています。 

 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

・食に関する豊かな経験を提供するために、年間食育

計画を立てています。食事の時間には担当制を導入

し、月齢や個々の発達に応じた提供時間の調整が行わ

れています。食材の大きさや硬さについて給食職員と

共有し、子ども達の個々のニーズに応じた食事の援助

が行われています。食べ物をすくい取り易く、手を添

え易い、材質や形状にも配慮した、陶器やユニバーサ

ル食器を使用しています。個人差や食欲に応じて量を

調整し、完食を重視するのではなく、楽しく食べるこ

とを大切にしています。子ども達の食への関心を深め

るため、野菜に触れる活動や、野菜スタンプ、再生栽

培、バケツ稲、3 色食品群ボードなどに加え、クッキ

ーやおにぎり作りなどのクッキングを実施して食育

への取り組みを行っています。 

・保護者には、サンプル掲示や試食会、給食だよりの

配信、食事に関する相談があった場合には、担任、必

要に応じて栄養士や調理員が対応するなど、家庭と共

に子どもの食生活や食育に取り組んでいます。 

 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達段階に応じて食材の大きさや硬さを調

節した離乳食の提供や、子どもの好き嫌い、食べる量

の把握、給食の振り返りを行いながら献立や調理方法

に反映させるなど、子ども一人ひとりに考慮した対応

をしています。残食の調査記録や検食簿もまとめら

れ、必要な改善が行われています。献立は、地産地消

の旬の食材を取り入れ、季節感を味わうことができる

ようにしています。また地方の食文化に触れられるよ

うに、名古屋食の食文化を取り入れるだけでなく、行

事食により子どもたちにとって親しみやすい食事と

なるようにと工夫しています。栄養士や調理員は、子
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□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

  
ども達の食事の様子を観察し、乳児や幼児とのミーテ

ィングに参加することで、より良い食事の提供に努め

ています。食品群の話やクッキングなどの際には、子

どもたちとの会話を通じて食育活動を行っています。 

・衛生管理については、マニュアルに基づいた体制が

確立されており、適切な衛生管理が行われています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・連絡帳を活用して家庭との日常的な情報交換を行っ

ています。乳児については毎日、幼児については必要

に応じて連絡帳が利用され、保護者とのコミュニケー

ションが確保されています。入園説明会で保育の理念

や方針、目標について説明をしています。懇談会では、

クラスの運営や保育の意図、内容などについて伝え、

参観日では、直接子どもの様子や反応を実感出来る機

会になるように取り組んでいます。日々のコミュニケ

ーションや行事で子ども達の成長を確認し合い、「共

に育てる」という意識を持てるよう支援しています。 

・個別の面談記録を整備しており、家庭の状況や保護

者との情報交換の内容が必要に応じて記録されてい

ます。日々の様子は、引継ぎノートに記録し保管され

ています。送迎時の会話などから拾った言葉は、職員

会議で共通認識されています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

 

 

B 

 

 

A 

・登降園時の挨拶やコミュニケーションを通じて、保

護者との信頼関係を築くための取り組みを行ってい

ます。連絡帳やホワイトボードを活用して、情報共有

を行っています。個人面談や懇談会、随時の面談など、

保護者との相談の機会を設けることで、保護者が安心

して子育てが出来るように取り組んでいます。日程調

整についても事前にアンケートを取り、保護者の希望

に沿った時間で面談を実施しています。保護者からの
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□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

相談については、就労などの個別の事情に配慮して対

応しています。保育園の特性を生かし、保護者同士が

交流できる場の提供、行事の際の休憩所やクラス単位

でのスケジュール調整など、多様なニーズに対応でき

るように工夫しています。 

・面談内容は、決まった様式に記録後、関係職員との

共通理解を図るなどの体制が確立しています。相談を

受けた職員が適切に対応できるよう、助言が受けられ

る体制が整い、相談の内容によっては、園長や給食職

員と連携するように周知が図られています。 

 

 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・虐待等の権利侵害の兆候を見逃さないよう、送迎時

の親子の様子や、着替えやトイレの手伝いの際に視診

を行い、子どもの状況把握に努めています。職員が異

変を感じた場合には、クラスで確認し、園長に報告が

届き、適切な対応をとる体制が整っています。職員会

議での情報共有も行われています。虐待等の権利侵害

の予防に向けて、保護者に日頃から声掛けを行い、話

や悩みを聞き、一緒に子どもの対応を考えていくな

ど、精神面、生活面を援助するように取り組んでいま

す。 

・職員は、虐待等の理解を深めるため不適切保育の研

修と絡め、マニュアルに基づく職員研修を実施してい

ます。研修では職員同士が話し合う機会を設け、理解

を深めるように取り組んでいます。虐待等の権利侵害

を発見した際は、区役所の家庭支援課とつながり対応

することになっています。 

・虐待等の権利侵害への対応体制は整備されています

が、実際の運用や連携の強化が求められます。特に、

情報共有と職員の理解を深めるための取り組みのさ

らなる強化が期待されます。 
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A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

・日常的な保育実践の振り返りは、次の指導計画作成

時に各クラス内や職員会議での機会を通じて行われ、

指導計画のねらいと内容、環境構成、援助は適切であ

ったかについて自己評価に取り組んでいます。毎月の

クラス報告の様式を変更し、クラスがどのように保育

に取り組んでいるかを明確にし、職員間で意見交換を

行い、一人では気づけなかった良さや課題について、

学び合いの機会となるように工夫しています。保育の

改善への取り組みが、園全体として行われるように、

「みんなの意見を聞きたい」というテーマで職員研修

が実施され、困っている事、面白い子どもの姿を出し

合って、グループに分かれて話し合うなど協働の基盤

が作られています。 

・年度末には保育士等の自己評価に加え、園全体の自

己評価が行われ、職員間での振り返りの充実と園全体

の改善に向けた意見交換が行われ、園として継続的に

質の向上に向けての取組となる体制が整備されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


